
ホンジュラス定期報告（2025 年 2月） 

2025 年 3月 

在ホンジュラス日本国大使館 

＜概要＞ 

 ５日未明、ホンジュラス国会は 2025 年予算を承認した。2025 年は、4309 億 780 万レンピ

ーラで、本年予備選挙の経費として５億 6100 万レンピーラが含まれている。 

 ５日夜の閣議で、治安維持強化措置を３月９日に実施される予備選挙も含めてさらに 45 日

間延長することを決定し、政令（PCM 10-2025）を発出した。 

 １８日、カストロ大統領は自身の SNS で、昨年８月に米国に通告していた米国との犯罪人引

渡条約破棄を取り止め、2026 年１月 27 日まで同条約を延長する旨発信した。 

 

 

＜本文＞ 

１ 外交 

（１）米空軍基地使用期限の延長 

２月１日、国内主要紙は、１月３１日にレイナ外務大臣が当国パルメローラに位置するソト・

カノ米空軍基地の使用期限の１年延長を発表したことを報じた。カストロ大統領は、本年１月

の年頭スピーチで、トランプ新政権との関係が悪化する場合、米軍の基地使用を認めない旨発

言していたが、レイナ外務大臣は、この条約の延長は、移民、安全保障、防衛、麻薬密売等相

互利益の観点で米国と協力し、活動を継続する意志を示すものと述べた。 

 

（２）ルビオ米国務長官の中米訪問 

 ２月１日、マルコ・ルビオ米国務長官の中米訪問に関し、中米の訪問国からホンジュラスを除

外したことについて「我々に熱心に協力してくれる国もあれば、そうでない国もある。前者の

国は報酬を受ける。後者に対しては、トランプ大統領は既に我々の利益を守るためにアメリカ

の大きな影響力を行使することに前向きであることを示している」というメッセージを引用し

て、当地主要各紙は、米国が左派カストロ政権に対し強いメッセージを送っていると評価した。 

 

（３）米国との犯罪人引渡条約継続 

 ２月１８日、カストロ大統領は自身の X で、昨年８月に米国に通告していた米国との犯罪人

引渡条約破棄を取り止め、2026 年１月 27 日まで同条約を延長する旨ポストした。レイナ外相

は、今回の条約破棄の一時停止の決定は、米国との交渉の成果であり、米トランプ政権と高い

レベルで良好なコミュニケーションが取れていることを強調した上で、ホンジュラスが条約破

棄を意図した理由は、米大使が過度な干渉を行い、ベネズエラ訪問をしたホンジュラス国軍参

謀長と国軍があたかも麻薬密輸に関与している旨の発言をおこなったからである、と述べた。 

 



２ 内政・経済 

（１）ホンジュラス通過移民の減少 

ホンジュラス移民局（INM）は、本年１月の非正規の通過移民数を 5,739 名と算出。ダリエン

地帯を通過して流入する移住者は、歴史的に減少し、前年同月比 94％減となった。トランプ大

統領の強硬措置が要因で、多くの非正規移民（ホンジュラス人及び外国人）が米国へ向かうこ

とを諦めているとみられる。米国への渡航目的でホンジュラスを非正規に通過する外国人の通

過数は、この１月に大幅に減少し、トランプ大統領の就任以降、更に減少している。 

 

（２）２０２５年予算の成立 

 ２月５日未明、ホンジュラス国会は 2025 年予算を承認した。2025 年は、4309 億 780 万レン

ピーラで、本年予備選挙の経費として５億 6100 万レンピーラが含まれている。ただし、同予算

案を巡っては、与野党で合意ができず空転していたが、今回、野党の主要議員が欠席する中で

裁決されたことで、裏取引が行われたとの疑問がある。野党 36 議員（自由党 17、国民党 19）

が出席していたが、国民党の約半数の議員が退出している最中の採決であり、自由党の３議員

に至っては、党議拘束に反して予算案に賛成票を投じていた。 

 

（３）治安維持強化措置の再延長 

２月５日夜の閣議で、治安維持強化措置を３月９日に実施される予備選挙も含めてさらに 45

日間延長することを決定し、政令（PCM 10-2025）を発出した（今回で 18 回目）。国家警察は

SNS で、「４月５日までの延長によって治安省はすべての国民に安全でアクセスしやすい選挙

プロセスを保証する」と発信した。前回同様 298 自治体のうち 226 市が対象となる。内容はこ

れまでと同様、自由通行権は保障されるが、状況に応じて憲法で保障される集会・結社の自由、

居住・移転の自由、身体の自由、住居不可侵等の権利が制限もしくは停止されうるもの。 

 

（４）中南米諸国における 2024 年の人口 10 万人あたりの殺人発生件数 

中南米の組織犯罪を研究する米国シンクタンク「インサイト・クライム」が今月 27 日に発表

した報告書によると、ホンジュラスにおける 2024 年の人口 10 万人あたりの殺人発生件数は

25.3 であり、中米ではワースト１位、カリブ海島嶼国を除く中南米全体では、エクアドルの

38.8、ベネズエラ 26.2、コロンビア 25.4 に次ぐワースト４位であると判明した。 

 

 

 

 

 

 

 



＜主要経済指標＞ 

◇主要経済指標 
2024 年 

12 月 11 月 10 月 

インフレ率 （前年同月比） 3.9 3.9 4.1 

貿易収支（百万ドル） ― ― ― 

輸出（百万ドル） ― ― ― 

輸入（百万ドル） ― ― ― 

外貨準備高 （百万ドル） 8,049.3 8,049.3 7,381.1 

外国からの送金 （百万ドル） ― ― ― 

為替レート（対ドル月平均） 25.42 25.42 25.20 

（出典：ホンジュラス中央銀行）  

 ※貿易収支、輸出入、外国送金に関する公表された直近の数値（2024 年 9 月分）は、貿易収支

（▲4,803.1 百万ドル）、輸出（8,608.8 百万ドル）・輸入（13,411.9 百万ドル）、外国送金

（7,013 百万ドル）である。 

（了） 


